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抄録：平成 21・22 年度の学長裁量経費によるプロジェクト研究「附属学校のデジタル学習環境の開発」の成果

を受け、大学の「デジタル学習環境の開発」について検討した。平成 22 年度時点では、公立学校でも附属学

校でも電子黒板が定着しつつあることを踏まえ、研究代表者浅井と教務課は、文科省の公募に応じて申請し、

平成 23 年２月に２台の電子黒板を教室に設置することができた。平成 23 年度においては、学部におけるメ

ディア関係の授業（「情報機器の操作」等）において、文科省が提唱している「学校教育の情報化」に対応す

るため、「授業における ICT の活用の指導と電子黒板の指導事例の例示」を行った。引き続き、平成 24 年度

には研修パッケージの開発と試行を行った。現在では、13 台の電子黒板が学内に設置されている。 
 

キーワード：情報化、デジタル、電子黒板、ICT 

Ⅰ．プロジェクトの特 色 及 び 意 義 

1．文科省が提唱している「学校教育の情報化」に対応することができる 

研究代表者浅井は、平成 22 年から 23 年にかけて「学校教育の情報化懇談会教員支援 WG 委員」として文科

省の 5 回の会議に出席した。そこで、10 年計画で文科省が「学校教育の情報化」に取り組んでいることが分か

り、教員養成の高度化にとってこのことが喫緊の課題であることが分かった。そこで、本テーマについて全学的

な取り組みが必要であると考え、本プロジェクトを立案した。 
 

2．全学的に取り組むことができる 

先のプロジェクトの成果として、情報教育についての大学と附属学校園の連携がはかられるようになってきて

いる。そこで、学部と附属学校園、そして大学院を通しての取り組みが可能となった。 
 

3．運営費交付金の有効利用とともに各種研究助成金への申請を続けることができる 

先のプロジェクトでは、附属特別支援学校のパナソニック教育財団一般助成 50 万円（２年連続）を受けて、

附属高校のヒューレットパッパード社のパソコン寄附（約 800 万円相当）に続き、附属桃山小学校がパナソニッ

ク教育財団の平成 22・23 年度特別研究指定校（助成金 150 万円、２年間で６回の財団指定講師による授業研究

会）、平成 23 年度からの研究開発学校に選ばれた。今後とも教職員の力を合わせて申請を続けるものである。 
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Ⅱ．プ ロ ジ ェ ク ト の実 施 方 法 ・ 計 画 

1．パッケージ教材の制作 

 
2．学部の授業での試行 

 
3．研修パッケージの開発と試行 

Ⅲ．プロジェクトの成果 

1．パッケージ教材の制作 

（1）「ICT を活用した全国の授業」プレゼンテーション（浅井） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 電子黒板の種類と ICT の８つの使われ方 
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（2）電子黒板のマニュアルと、外国語活動・特別支援の指導事例の例示（富永） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 電子黒板の活用について 

 
2．学部の授業での試行（関係教職員の議論を踏まえて） 

（1）授業の実施 
 平成 23 年度、教職の必修科目「情報機器の操作」の担当教員４人に、15 コマの中に１コマ「授業における ICT
の活用の指導と電子黒板の指導事例の例示」の授業を計画してもらい、７授業中４授業で浅井、富永の TT で授

業を行った。その他の授業は、本来の授業者が担当した。 
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（2）電子黒板についての意識調査 
①大学生、大学院生へのアンケート調査（回答者数 228 人） 

        

 

 

 
図３ 電子黒板についての大学生、大学院生の意識 

 
電子黒板について、見たことがある、触ったことがあるかでは「いいえ」の割合が高くなっている。しかし、

実際に使ってみたいかでは、91%と非常に高い割合で「はい」と答えている。使いたいという意見の中で、電子

黒板を見たこと、触ったことがあると答えた回答者の意見として、「高校の時に有効利用されていなかったので、

自分は使いたい」「実際に高校生の頃、皆の前で発表する機会があったため」「高校の時、『軌跡』で使われてと

ても分かりやすかったので、使ってみたい」など、実際に電子黒板を体験することで、電子黒板の良さを感じ、

使いたいという意欲につながることが分かった。このことから、電子黒板の研修の初級段階は、実際に電子黒板

の使い方を体験し、その良さを感じるような研修プログラムを取り入れていく必要があることが分かった。 
使いたくないという意見では、「映像と実際見るのでは、イメージが違う」「楽器の生の音に直に触れてほしい」

等、実体験が重要であると考える回答者が多い。また、電子黒板自体が好きではない、子どもにもあまり良くな

いという意見があるので、電子黒板の授業を実際に体験させ、電子黒板の子どもへの影響、効果を知る必要があ

るのではないだろうか。このことから、電子黒板の様々な使用法があること、また子どもへの効果や影響を知る

ことのできるような研修プログラムを開発していく必要があることが分かった。 
 

3．研修パッケージの開発と試行 

（1）現職教員（附属桃山小学校）へのアンケート調査（回答者数 15 人） 
 ○電子黒板を見たことがありましたか 
・はい 100％（15 人） 
○電子黒板に触ったことがありましたか 
・はい 100％（15 人） 
○あなたはこれから使ってみたいと思いましたか 
・はい 100％（15 人） 
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図４ 現職教員（附属桃山小学校）への電子黒板の活用可能性に関するアンケート調査 
 

 現職教員の電子黒板の活用可能性に関する意識調査を分析するなかで、現場で活用している教員ならではの意

見を聞くことができた。例えば、現状の電子黒板のサイズでは限界があることや、電子黒板のコードやハブの問

題である。今後さらに意識調査を進めていくことで、電子黒板の機能向上や改善を提案できるようなアイデアが

出て来るかもしれない。より一層機能の充実した電子黒板が開発されることにより、授業での利用が進み、児童・

生徒、そして学生の学力向上・教員の力量形成に貢献できると考えられる。 
 

（2）電子黒板の実践事例の収集 
アンケート調査を受けて、書籍・報告書・インターネット、またパナソニック教育財団の研究助成校（調査研

究協力校）から様々な実践事例を収集した。この実践事例を紹介することにより、研修の充実化・教員の力量形

成に貢献できると考える。 
 

（3）電子黒板の利用技術研修実践の収集 
書籍・報告書・インターネット、またパナソニック教育財団の研究助成校（調査研究協力校）から様々な研修

実践事例を収集した。これらの研修実践事例を基に、電子黒板の利用技術研修のパッケージを作成した。 
 

（4）研修パッケージの開発 
アンケート調査、電子黒板の利用技術研修の実践事例を基に、研修パッケージを作成した。また研究者だけで

なく、現職教員の意見も取り入れたことで、より実践的で、より使いやすい研修パッケージを作成することがで

きた。 
研修パッケージを作成することで、研修が行われる大学、学校の実態に合わせて研修者が必要な研修を選択し、

実践することができる。このことから、今後さらに実証、再検討を繰り返していくことで、一部の地域だけでは

なく、全国で活用できるカリキュラムになると考えられる。また系統的な内容の研修が行えるようになり、各教

育委員会や教育現場に大きな貢献を果たすことになると考えられる。 
パッケージの概要は、以下のようになっている。 

○研修会の前提 
・研修対象：情報教育担当者や電子黒板の活用に興味を持つ人 
・研修期間：初級、中級、上級で三日間（三回） 
・研修時間：一回 90 分（講義型 45 分、体験型 45 分） 
・研修プログラム型 
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 講義、個人作業、ワークショップ 
・講師：学識経験者、専門的な技術者（トラブル対応相談役） 
○研修会の目標 
① 基本的な技能や知識の修得 
 機器操作・機器活用の有効性・情報教育基礎知識 
② ICT を活用した授業の計画・・・授業のねらいを明確にした上での ICT 活用場面の検討、指導案作成、 
 模擬授業、授業研究(事例検討)方法 
③ ICT の有効性と限界を理解した上で他教員へ指導できるスキルの育成 
 

初級 

◇研修パッケージ（○研修項目・内容） 

目標 基本的な技能や知識の習得 

形態 講義型 ワークショップ型 

項目 

○電子黒板の概要と必要性 

 ・学習指導要領と ICT 

・研修を行う自治体・学校の ICT 環境の実態 

○操作方法の説明 

 ・本体の操作 

（接続・起動・終了） 

 ・電子黒板上の操作 

（タッチ操作・書き込み・拡大表示・保存）

○活用場面の紹介 

 ・実践例の紹介 

 ・フリー教材の紹介 

・資料活用に関する留意点（著作権等） 

○周辺機器の接続 

 ・書画カメラ 

 ・スキャナ 

 ・デジタルカメラ 

 

 

 

○操作体験 

・本体の操作・電子黒板上の操作 

・デジタル教科書等の活用 

 

 

○授業での活用場面の検討 

・操作方法に対応 

・フリー教材の活用 

 

○周辺機器を接続した電子黒板の活用 

 

◇研修パッケージ例 

（1）対象者：初めて電子黒板を利用する人  

形態 講義 講義 WS 講義 WS 

内容 概要と必要性 操作方法の説明 操作体験 活用場面の紹介 活用場面の検討 

 

（2）対象者：基本的操作を習得した人 

形態 講義 講義 WS 講義 WS 

内容 概要と必要性 活用場面の紹介 活用場面の検討 周辺機器の接続 
周辺機器を 

接続した活用 
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◇電子黒板の概要と必要性 

  ・メディアと教育の関わり 

・学習指導要領総則第 4「指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項」に ICT の活用に関する記述（※） 

  →各学校での着実な取り組みを促している。   ※小学校は第 4の 2の（9）、中学校は第 4の 2の（10）  

 

中級    

◇研修パッケージ（○研修項目・内容） 

目標 効果的な授業設計と安全管理方法の習得 

形態 講義型 ワークショップ型 

項目 

○活用場面の紹介 

 ・初級の活用場面の整理 

 ・中級の活用場面の紹介 

 ・自作教材の作成方法 

・活用に関する留意点（著作権等） 

○トラブル事例の紹介と対応 

 ・電子黒板に関するトラブル 

・子どもの活用に関するトラブル 

○セキュリティとネットワーク 

 ・データの管理と削除 

 ・校内ネットワーク 

 ・ウイルス 

○授業での活用場面の検討 

 ・効果的な活用方法の検討 

・実践事例検討 

・自作教材の作成 

（プレゼンソフトの活用とアニメーションの是非）

○トラブル事例の検討 

 

◇研修パッケージ例 

（1）対象者：中級者 

形態 講義 WS 講義 WS 

内容 
活用場面の紹介 

（初級の整理と中級の紹介） 
活用場面の検討 

トラブル事例の 

紹介と対応 
トラブル事例の検討 

  

（2）対象者：中級者 

形態 講義 WS 講義 

内容 
活用場面の紹介 

（中級の紹介と自作教材の作成） 
活用場面の検討 セキュリティとネットワーク 

 

◇活用場面の整理 

 ・初級の活用場面は初級のページを参照 

 ・中級の活用場面は実践的な事例を中心に紹介 

隠しておいた情報を見せることによって理解が深まった事例 

   子どもが電子黒板を活用した事例 
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上級 

◇研修パッケージ（○研修項目・内容） 

目標 研修者の育成 

形態 講義型 ワークショップ型 

項目 

○研修の概要と必要性 

・教育活動全般における活用方法の検討 

○指導項目と研修設計 

 ・研修の目標や基準の整理 

・操作方法に関する内容 

・安全管理に関する内容 

 

 

○校内研修指導計画の作成 

 ・研修テーマの設定 

・校内ネットワークシステムの理解 

○模擬研修 

 

◇研修パッケージ例 

(１)対象者：上級者  

形態 講義 講義 WS 

内容 背景と研修の概説 指導項目と研修設計 校内研修指導計画の作成 

 

(2)対象者：上級者 

形態 講義 講義 WS WS 個人作業 

内容 背景と研修の概説
研修設計と 

指導法の解説 

校内研修指導計画の作成 模擬研修 アンケー

ト記入 各学校での課題について討議 発表 

 

◇研修の必然性の概説 

 

◇指導項目と研修設計 

 ①研修の目標や基準の整理 

②操作方法に関する内容 

・基本操作（接続や設置について） 

・トラブル対応 

③安全管理に関する内容 

  ・セキュリティとネットワーク 

（データの保存・管理、ネットワークシステムの活用、教材の入手及び教材のデータベース化） 

・著作権に関する内容 

 
（5）研修パッケージの実践 
調査研究協力校（京都教育大学附属桃山小学校）で電子黒板の利用技術研修を試行した。施行したことで得ら

れた結果、また課題を再検討・再試行することを通して、今後より練られたものを提案できる。また今回は小学

校単位で行ったが、市町村教育委員会（京都府八幡市教育委員会）での試行を考えており、試行調査をもとにし

たカリキュラム案の再検討、再開発を行うことができる。 
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・研修 
日 時：平成 24 年 3 月 7 日（水）16:30～17:00 （30 分間） 
場 所：京都教育大学 附属桃山小学校 
研修者：平島 和雄（京都教育大学附属桃山小学校・教諭） 
受講者：京都教育大学附属桃山小学校・教諭 15 人  
    京都教育大学 大学生 大学院生     3 人 
研修レベル：中級 
研修目標：機器活用による目標の設定や授業のねらいの明確化 

 

内

容 

よい授業とは 電子黒板の活用シー

ン習得、整理 
電子黒板を活用した授業場

面の紹介 
トラブル事例の紹

介、自作教材作成の

紹介 

型 ワークショップ 講義 講義 講義 

時

間 
10分 5分 10分 5分 

 
今回は学校の実態に合わせて、中級の研修を施行した。学校の事情もあり、90 分の研修のところを 30 分に短

縮した研修となった。時間の関係上、講義が少し多くなったが、それぞれ受講者が電子黒板を活用したどのよう

な授業が本当に良い授業なのかを考え、議論を深めていくことで、次に行われた電子黒板の活用シーンの習得や

整理がイメージを持って考えられていた。 

また実際に、附属桃山小学校で独自に行われている「ICT データベースシート」の話と組み合わせて研修され

ている様子が見られた。このように、研修者が学校の実態に合わせて研修プログラムを考えることができるとい

うこの研修パッケージの良さを見ることができた。 

今後、得られた結果、課題を再検討し、さらに深いカリキュラム案の再開発を行っていきたい。 

Ⅳ．まとめ 

 本研究において、パッケージ教材を制作し、学部・大学院の授業で試行し、その成果を生かして研修パッケー 

ジを開発し、試行することができた。 

 研究の開始当初は、学部での授業から教職実践演習、大学院での高度化までを想定していたが、平成 24 年 11 

月現在で、附属学校園のみならず、大学にも電子黒板が 13 台設置された。環境が整ったので、本学の情報化も 

順調に進むと思われるため、本プロジェクト研究の役目は研修パッケージの開発をもって終えたものと考える。 
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 浅井 和行 連合教職実践研究科 

 沖花 彰  理学科（教学支援室）  

 富永 直也 連合教職実践研究科 

 多田 知正 産業技術科学科（情報化推進室） 

 平島 和雄 附属桃山小学校 
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 神崎 友子 附属桃山中学校 

 藤田 智之 附属京都小中学校   

 高安 和典 附属高等学校 

平成 23 年度授業協力者「情報機器の操作」担当者 

 伊藤 伸  産業技術科学科 

 佐竹 伸夫 数学科 

 多田 知正 産業技術科学科 

 中峯 浩  産業技術科学科  

平成 24 年度教育研究改革・改善プロジェクト経費「学校教育の情報化」対応プロジェクトメンバー  

 浅井 和行 連合教職実践研究科 

 沖花 彰  理学科（教学支援室）  

 小長谷直樹 連合教職実践研究科 

 多田 知正 産業技術科学科（情報化推進室） 

 山川 拓  附属桃山小学校 

 神崎 友子 附属桃山中学校 

 藤田 智之 附属京都小中学校   

 高安 和典 附属高等学校 

研究協力者 
 寺岡裕城  連合教職実践研究科院生 
 村林由香里 連合教職実践研究科院生 
 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1000
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


